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国土研シンポジウム（2025 年 6 月 14 日，キャンパスプラザ京都）

話題提供と総合討論の概要

趣旨説明

大豊（司会）：2024 年 1 月に発生した地震と 9 月の豪雨による被災地が国の十分な支援を受けられずにい

るため，地域によっては消滅の危機に瀕している。そういうことについて考えてみるという趣旨

で今回のシンポジウムを企画した。これまで何回か能登に赴いていろんな団体のお世話になり，

その中のいろんなつながりで，今回被災地石川県輪島市町野町金蔵（かなくら）の井池（いのい

け）前自治会長に来て頂いている。本日は井池さんの講演に続いて 6 人のパネラーによるディス

カッションと全員による自由討議を行いたい。

（レジメ集の「2024 能登半島地震・豪雨災害の復|日・復興の概況」を参照）

講演    石川県輪島市町野町・金蔵地区前自治会長  井池光信氏

山間集落が直面した被災状況と復興の取り組み

（地名については次ページの地図を参照）

自己紹介：昭和 30 年生まれで学生生活で自宅を離れるまでは金蔵で生活。

金蔵集落：山に囲まれた棚田地域（地すべりと共存する昔ながらの生活）

1 月 1 日の地震（16 時 10 分）

  揺れている最中：他地域の大地震について一応の知識はあったが，我が身になって見たら全く動けな

い。意識だけははっきりしているので，自分の位置と家族の居場所だけは確認できた。

  周囲の家の状況は，各戸で雪囲いをしていることもあり，分かりにくかったが，見渡した限り，倒壊

はしていない。

  4 時半頃集会所へ行く。副区長と災害対策本部を立ち上げる。

金蔵区には規約とその細則がある。災害対応については「災害管理規定」と「災害対応危機マニュアル」

がある。安否確認については担当者不在にも対応できることになっている。

1 月 1 日の地震でみんな集会所に集まった（マニュアルに従ったというよりも本能的に）

まず確認したこと：弱者の状況：名簿を作成 53 所帯 159 名

状況を確認できない人が少数発生：後日全員の無事を確認できた。

集会所で食事：食材は持ち寄り。プロパンガスと調理器を確保。

  正月のおせちを持ち寄ったので，食事内容は恵まれていた。

朝食は 7 時，昼食は 12 時，夕食は 15 時（後片付けを明るい間に済ませる）。

集会所に 103 名収容（病人，要介護者優先；3 日まで）。他の者は車中泊。灯油が欠乏。

4 日に自衛隊が水を供給。臨時ヘリポート（半径 100m）の設営。

2 日の朝，全員の写真を安否確認情報として SNS で流す（役に立った）。

他地域や行政（市役所，市役所支所）の状況は全くわからない。

金蔵地区周辺の道路状況が少しずつ分かってきた。町野町中心部に通じる道路は大損壊。他地区経由で

遠回りする道路は早く啓開。輪島市中心部に通じる道路は海岸部の名舟地区までは早く啓開。そ

こから輪島市中心部までの道路啓開は数日後。
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輪島市町野支所：職員 3 名で大奮闘。支所と輪島市役所間の連絡途絶。町野町中心部（五里分とその周

辺）は金蔵地区よりも激甚な被災。見捨てられ感あり。

帰省者の中に赤ちゃん 1 名。ミルクをもらいに奔走。

除雪機のガソリンを確保。チェーンソーを集める。灯油を大事に使って暖を取る。

非常事態のため，プライバシー情報も集めた。

自衛隊の車でＤＭＡＴ（医療派遣隊）が入ってきた。

1 月 4 日以後毎朝総会を開く。病院に行く人，薬が切れる人の支援（車とガソリンの手配）。

携帯が繋がらない。→繋がる地点をみんなで探す。

発電機（ボランティア）→集会所に電燈が灯る（心理的効果が大）。

年寄りが水を飲まない（トイレ不便のため）－健康不安

1 月 14 日に 2 次避難の勧告：当面希望者 15 名ほどが応じる

風呂は自衛隊が隣接集落で開設（夜は道路に陥没があるため利用困難）

おばあちゃんの世話をしている孫が夜になって心細くなり，泣く→地区に残った者でこれからの地域コ

ミュニティをどう維持していくか悩む（2km 四方の地すべり地帯）。

50 年後と思っていた過疎の問題が現実化。その中で先祖の声を聞いたような不思議な感覚

     この状況を猫が見ていたらどう思うか（猫は過去も未来も見ない）

     ここに蓮如さん（浄土真宗中興の師）がいたら何をするか
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パネルディスカッション

大豊（司会）：井池さんから村の成り立ち，地区の中での寺の役割を含め，被災状況のお話があった。次

にパネラーの方々の発言を求める。

武蔵野：過去現在，未来をどう考えるかについて発言したい（下図参照）

・井池さんの話を聞いても，過去のことを活かすことの重要性は言うまでもない。

・現在：地域発展原則を中心に考えたい。

・未来：自足的に発展する未来。人口が少なくなってもきちんと生活できることを考えてゆく。

奥西：（レジメ「『能登の被災と今後の災害対策』の事前メモ」を参照）

磯部：（レジメ「地域性に基づいた防災と復旧を」を参照）

梅原：（レジメ「第 2 次現地調査の報告」を参照）

日朝：国交省の Tech-Force で輪島地区を中心に復旧のための調査活動に従事したので報告する。近畿地方

整備局の調査隊に参加し，主に急傾斜地災害の状況調査をおこなった。私は 1 月 1 日から用意をしてい

たが，1 月 7 日に出発，9 日に現地入りとなった。

  まず輪島市東部に入った。金蔵の北西の南志見～金蔵～徳成と進んだ（前ページ地図参照）。携帯等

による連絡が取れなかった。山の斜面の状態は十分把握出来ず，ため池の被災状況を調べた。何班かが

入ったが，なかなか復旧まで進まない。

  今年 5 月に災害復旧法改正：自治体が調査に入ったがなかなか復旧まで進まないという実情を踏まえ，

県からではなく，基礎自治体からの要請で入れることになった。しかし人が足りないため，次のステッ

プに進めない。民間の力も使うように変わったがなかなかうまく回っていない。

  金蔵の北（舟木谷峠周辺）の斜面災害を調査。10 月は輪島東部に行きにくく，中心部で活動。町村

合併で人手が不足していて復旧が遅れていることを実感。
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総合討論

井池：徳成地区は町野の中心部に出るルートになったので道路啓開に努力した（共産党の田村委員長が来

られてコメントされたのをきっかけに啓開が早まった）。

  町野支所職員の一人は寺山地区（鈴屋川上流の山地崩壊で大災害を蒙る）の人。あとの 2 人（女性）

は羽咋の人で泊まり込み勤務で疲弊している。輪島市役所から孤立し，薬の手配，道路状況の把握，仮

設のこと，食事の世話，物品管理，医者の手配，薬の手配，住民の避難状況，人数の把握等，全部を 3

人でやってとにかく大変であった。電話はまだ不通である。

大豊：今回の国土研調査では寺山地区に入れなかった。町野町と珠洲市をつなぐ要衝だが，道路を 10km

ほど直す必要がある。

日朝：石川県でも市街復旧には道路復旧が前提となるが道路復旧の目途が立たないというてジレンマを抱

えている。業者の人が自主的に道路を啓開したのはすごいと思った。

井池：業者の組合が割り当てで生活道路の復旧をしている。行政の方では道路復旧が止まっている。金蔵

と町野の中心部をつなぐメイン道路について聞いてみると背後斜面が不安定のため，手を付けられない

という。打開方法としてトンネル，または水を処理して道路嵩上げ，を考えているようだ。その後，取

りあえず仮設道路を造ることになった。

  一般電話：迂回ルートで復旧すると電話番号が変わってしまうが，やむを得ず受け入れた。

  インターネット：光回線復旧が足かせ。

加納：以前に「猿でも分かる」話をしようという話題があったが，原発災害などではそれを意識するよう

になっている。数式で説明しても分からないので，素人でも分かるように翻訳している。災害の予測に

ついて，最近とんでもない判決が続いている。

直近では，東京高裁の今年６月 6 日の判決。東電の役員を認めた地裁判決を逆転して役員の責任を否

定。その論理は，「『長期評価』は原発の事業者として尊重すべきものだが，地震学自体，未知の領域が

多く，運転を停止させて津波対策を講じる根拠としては十分ではない。巨大津波を予測できる事情があ

ったとは言えない」と指摘。簡単に言うと，想定外の津波があったから東電には責任はないと。

  最近 7 月 5 日に地震が来るという言説があり，気象庁は公式見解で「現在の科学的知見では時期や場

所，規模を特定した地震や噴火の予知はできません」としているが，とすると，何の対策もしなくて良

いというとんでもない結論になる。

  しかし，問題は対策です。東北電力，日本原電（東海第 2 原発）は，大きな津波が来るとして，対策

を仕様としたのですが，東京電力はそのような事実を隠させた。そして，配電盤が置かれた部屋に水密

扉を設置するなど「建屋の水密化」等の対策を怠った。それがあれば防げたかもしれないのに。そうい

う対策の問題が上記高裁，最高裁では，全く無視されている。大変危機意識を持っている。

大豊：大変重要な話で，事前防災は事業者の責任ではないと。法律的にも担保されていない。やっている

のはあくまでも善意でやっているが，永遠に事業者に責任はない。

梅原：能登災害で私も問題だと思っているのは，最近は被害をもたらす「線状降水帯」の状況は，事前に

把握できる。私たちの地域でも「真っ赤な雲が来たら怖い。避難せよと言っている」が，今回の豪雨災

害の時に，大雨の後水位が上がった後の９月２１日の 10 時 50 分に特別警戒警報が発表されている。そ

れは国の責任ではないかと思う。また自分たちの地域を事前に把握し，備えておくことは「命を守る」

ことで重要な事であるが，例えば河川整備計画をみても金沢地域の対応と比べて格段の低い対応になっ

ている。なぜこんな対応になっているのか過去の教訓が生かされていない。
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加納：メカニズムをちゃんと指摘することが重要だ。

日朝：予測は難しい所があることはある。

加納：法律が変わったでしょう。

日朝：早めに特別警報とか。

梅原：これが重要なのは，京都北部の豪雨災害で舞鶴で放流した時の事だが，気象庁の職員が異常な前線

の状況を把握し，京都府庁に出向いてまで報告していたことを後で聞いた。このことから特別警報は事

前に発表できるし，最近は国もそのように対応されてきていると思う。

加納：ダムの放流も，相当昔でも一回問題になって裁判になれば行政が対策をした。最近の肱川水害でも

緊急放流被害を問題にしたから対策が問題になった，というのがあったでしょ。ただ，災害が起こらな

いと改善されないというのは困ったものです。その内容として，今は警報が行われるようになったが，

これも，やるというだけでなく，その精度の問題もある。常に工夫してほしい。

井池：大きく見て，実は五里分橋の手前から田んぼがみんな湖になって押し寄せてきた。この川はよく氾

濫したが，昭和 30 年頃改修してまっすぐにし，その後 70 年ほどして今回の災害になったが，70 年間

に能登半島沖の海面水温が 2℃高くなっている。それで，金蔵集落に関しては 2023 年と 2022 年の 12

月に初雪が降っている。22 年のは海面水温の高い所に寒波が来たため，湿り気の多い雪で，杉の木に

被害が多く出た。今年はそういうのがなくてよかったと思ったら地震が来た。こういうとんでもないこ

とが連続して起こるのは，大きな波として捉えると，地球規模の何か変なものが関係しているのかなと

思う。

大豊：越智さんに広島の経験を踏まえてコメントを。

越智：能登では，地震でも土砂災害が発生したが，その後９月の豪雨では地震による地盤の損傷歴や緩み

によりさらに広範囲かつ激しい土砂災害が発生した。広島でも，2001 年の芸予地震で地割れが入った

盛土グラウンドがその後修復したものの，表流水が大量に斜面に流下する構造のままだったため，2020

年の大雨（2 週間で約 400 ミリ，最大時間雨量は 20 ミリ程度）で崩壊した事例がある。ここは，その

後表流水の流下を防ぐ工事がされた。地震により土砂災害のリスクがどのように増大したかを明らかに

する必要がある。

大豊：ありがとうございます。地震によってどれだけ土砂災害のリスクが上がったのか。地震のあと，河

川堤防の損傷などで洪水警報や水防などの発令水準を下げて警戒度を上げることも行われていますが，

土砂災害警戒区域や特別区域も，地震などによる土砂災害リスクの変化をリアルタイムで捉えて運用上

見直し，避難などの対策に反映させる必要があるということですね。そのためには，現状の表面地形判

読だけでなく地質や地下水などの状況も土砂災害のリスク判定に盛り込んでいく必要性がありますね。

また，今回の能登半島地震と，その後の土砂災害は，地震によりどのくらい土砂災害リスクが変動した

のか，従前の警戒区域での土砂災害が想定とどう乖離したか，未設定区域でも土砂災害がどのように発

生したかを調べることが必要ですね。

大豊：武蔵野理事長から話のあった現在から未来にかけて，金蔵ではどういう方向に向かおうとしている

のか，とか，輪島の復興に対して足りないものとか，こうしてほしい点とか。

井池：今広島の方から話があったが，それに関しては活かされていると実感している。私達の集落には

11 個のため池があるが，全部老朽化ため池で，老朽ため池防災型工事という制度で地元負担なし。こ

れは中国地方の災害経験を活かしたもので，これに期待していたが，今回の地震には間に合わなかった。

今後は事業が加速されると思う。

  集落の労働力不足の問題が深刻になるが，人を外から入れることが大きな課題。農水省によれば地元
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にやる気があれば支援できるとのこと。地元の意識をどう一本化するか，またどのようにして人口を増

やすかが課題。移住者が 1 人実現した。どのようにしてそういう流れを作り，定着させるか。金蔵は

1527 年に全戸焼打ちに遭って今日の災害以上の被害に遭った。そこから復活した方法は寺の誘致であ

った。今度は同じ方法は使えない。新しい道をさぐって行く必要がある。

大豊：災害にめげないで復興して行こうとの意識が必要だということが良く分かった。そしてそれを支え

るための諸々のことが必要だと。そして復旧が必要不可欠。本日はまだまだお話を聞きたいことが残っ

たが時間が来てしまったのでこれで終了としたい。最後に奥西さんから。

奥西：国土研の自主調査活動では現地の宿泊が最大のネックになっているが改善の兆しが見えるので，今

後はもっと進めて行きたい。今日は皆さん発言し足りなかったことが多いと思うが，国土研ニュースや

【モグラの日時計】に投稿していただいて補完したい。
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